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2021～22年度 RI会長  シェカール・メータ 

RID2620 ガバナー 小林總一郎 (甲府北ロータリークラブ)    

会長挨拶            髙部千奈美 

皆さまこんばんは、静岡県に、1月 27日コロナ蔓

延防止等重点措置が発令され、一か月の休会を余

儀なくされましたが、皆さまお元気出したか？ 

本日は、髙部年度、浜松ハーモニーRC第 1回オン

ライン（Zooｍ）例会です。初めてで慣れないこと

ばかりではございますが、何卒ロータリアンの友

情に免じてあたたかくお見守り下さいませ。 

さて、2 月のロータリー重点分野は、平和構築と紛

争予防月間です。私たち日本人は、戦後 76 年、平

和な社会で生きています。平和は、パワーバラン

ス、世界各国との協調と不断な努力によってもた

らされているのだとつくづく思います。 

そして、1905 年 2 月 23 日は、ロータリーの創始

者ポール・ハリスが友人 3 人と最初に会合を持っ

た日であり、この 2月 23 日を祝う創立記念日は、

「世界理解と平和の日」として順守されています。

国際理解、友情、平和へのロータリーの献身を認

め、協調することで、2月の重点分野の理解を深め

てまいりましょう。 

本日のプログラムは、待ちに待った、国際ロータリ

ー2620 地区中村皇積ガバナーノミニーの卓話で

す。2019～20 年度、国際ロータリー2620 地区初

の女性、安間みち子ガバナーを、そして 2023年～

24年度、再び、若く行動力と知性とをお持ちの中

村皇積さんをガバナーとして排出いたします。 

私は、2620地区のチャレンジは、浜松ハーモニー

RCから始まると言っても、過言ではないのではな

いかと思います。浜松ハーモニーRC は、一致団結

して、皇積さんが存分活躍出来ますよう応援して

まいりましょう。 

最後に、本日、オンライン（Zooｍ）例会を開催出

来ましたのも、ひとえに、青木先生、井口幹事はじ

め、皆さまのご尽力のおかげです。ありがとうござ

います。 

オンライン例会ではございますが、Zoomで、皆さ

まのお顔を拝見でき、とても嬉しいです。本日も、

有意義な例会となりますように、皆さま、何卒ご協

力のほどお願いいたします。 
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オンライン例会 
今般、袴田会員、小山会員が新会員候補者を推薦してくだ

さると聞いております。このような社会状況下、大変ありが

たいことと存じます。今日は、新会員を迎えるにあたって私

たちが共有しておきたいことをお話しさせていただきます。 

初めからロータリーが好きで入会する人は稀でしょうし、

ロータリーについて何も知らない方もいらっしゃるかもしれ

ません。そのような方が入会して、浜松ハーモニーR Cを好

きになるまず第１は、人間関係が良い、居心地が良いという

こと、そして日々の例会が充実していることでしょう。 

それだけでは物足りないという方もいらっしゃいます。ロ

ータリーはそのための基盤を用意しております。それは、意

義深いだけでなく会員の関心、ニーズにも応えうる充実した

奉仕活動です。浜北 R Cのネパールでの取り組みをご覧くだ

さい（動画）。 

 さて、もう一つ、ロータリーという仕組みについて共有し

ておきたいと思います。ロータリーは自主的な組織であり、

ロータリークラブは自主、自治が旨とされます。 

ロータリーの基本原則は、加盟クラブの実質的な自治である。

クラブに対する組織規定および手続きによる制限は必要最小

限に留め、ロータリーの根本的かつ独自の特徴を保持する。 

その規定の範囲内において、特にクラブレベルでは、RIの方

針の解釈および実施に最大限の柔軟性が適用されます（ロー

タリー章典 8.010.）。 

また、個人についても、思想良心の自由、干渉されることな

く意見を持つ権利は近代自由国家共通の価値観であり、民主

主義を支える土台です。 

 他方で、ロータリーにはさまざまな守るべき（お約束）が

あります。クラブと会員との間、クラブと組織規定・R I理事

会との間、ガバナーと R I 理事会との間、ガバナーと地区リ

ーダーシップチームとの間等々です。 

これら、守るべくお約束と自主・自治はどのような関係にあ

ると整理できるでしょうか？ 

クラブの自治は、ロータリーの「根本的かつ独自の特徴を保

持する」ためにあります。それは国際ロータリー定款第２条

から第５条に示されています。ここから導き出されるお約束

を、「縛り」と捉えるのではなく、これによって私たちは守ら

れているんだと前向きに捉えていただきたいと思います。最

後に、素晴らしい入会式を紹介いたします。私たちも、新会

員の皆さまが生涯忘れない、感動する入会式をもって新しい

仲間を迎えましょう。それが紹介者・新会員への礼儀だと思

います。                   

     

 

 

 

 

中村皇積会員 卓話 

ロータリーに寄り添う 
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